





講師：早川秀樹 （多文化まちづくり工房 代表） 　　　
グェン・ファン・ティ・ホアン・ハー （ベトナム語通訳スタッフ)
いちょう団地について
いちょう団地は神奈川県の大和市と横浜市泉区にまたがっています。緑園都市といわれる泉区の
西の端で大和の南東の端、もうすこしで藤沢市というところです。団地は縦に約1.2km、横に約350m
で、合わせると約27ヘクタールになります。建物は全部で79棟。中層といわれる5階建ての建物が72
棟で、のこりは12階から13階の高層で、マッチ箱がたくさん並んでいる様子をイメージしていただ
ければわかりやすいと思います。ここにいる外国籍の人たちは世帯数で約20%、3500世帯のうち700
世帯くらいにあたります。人口比だともう少し上がって30%くらいですね。これはどこの団地でも
同じでしょうけれども、日本人住民が高齢化していて、ひとりかふたりの小さな世帯だからです。
反対に外国籍の世帯には子供が3～ 4人いて、そのほかにも世帯主の弟や妹が住んでいたりしますの
で、一世帯あたり小さいところでも3人から4人、大きいところだと7人くらい住んでいる。だから世
帯数に比べて人口比が高いんです。
この地域の特徴がよく出るのが小学校です。いちょう小学校では、日本人の数は半分くらいまで
減り、その分外国籍の子供たちが増えてきています。平成20年の段階で、外国籍の子供たちは40％
から45％くらい。ベトナムの子が57人、日本国籍をとったベトナムにつながる子が5人。中国の子が
20人、日本国籍を持っている子が9人。カンボジアの子は7人で、日本国籍が4人。ラオスは4人で、
日本国籍が2人。ブラジルは3人で、日本国籍の子が1人。フィリピンは1人で、日本国籍を持ってる
子が4人。インドバングラディッシュにつながる子が1人ずつで、全体で見ると92人が外国籍、27人
が外国につながる子。つまり、119人が外国籍もしくは外国につながる子になります。日本人は、49
人。完全に逆転していますよね。小学校1年生を見ると、18人のうち15人が外国籍かそれにつながる
子なんです。日本人の子よりも多い。これがこの地域の状況です。
多文化まちづくり工房について
我々多文化まちづくり工房は、1994年に小さい日本語教室を始めました。学習者は多い時でも5～
6人だったのですが、徐々に口コミなどで広がって、だいたい20～30人が学習にきています。ほか
に、子供の補習教室もしています。これは、子供たちがなかなか勉強ができないという状況が見え
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てきたので、それならばということで始めたものです。今は小学校の放課後や夏休みとかに補習教
室をやったり、中学生になると夜に補習をしたり高校進学のガイダンスをしたりしています。プレ
スクールといって、小学校入学前の子の勉強をみたりもしています。日本人の子どもたちは学校に
入る前からひらがなが読めたりするものですが、外国につながる子は、親から習うこともできず勉
強も遅れがちなので、まだ実験的な段階ですが、プレスクールを試みているのです。
それから、地域の方や外国籍の人からの相談も受け付けています。いちょう団地の中で育ってき
た子に通訳や翻訳をお願いしたりして、団地の住まい方講座や、情報誌を作って配布してもらった
りとか、救命処置のパンフレットなんかも作ってます。
そのほかで重要なことは、居場所づくりというか、事務所自体をフリースペース的な感じに開放
しています。そうすると、中学生の子が集まってきて、漫画を読んだり、勉強をしたり、保育士に
なりたい子がキーボードを使ってピアノの練習をしたり、将棋で遊んでいたり。放課後の居場所と
いう感じですね。土曜日の夜なんかには、古い大学生のような感じで、若い人たちを集めて飲み会
をやったりもしています。それから、サッカーやバーベキュー、スキー。カンボジアやベトナムで
は雪に触れる機会があまりないので、毎年1回くらいバス貸し切りでツアーに行くようにしているん
です。他にも、小さい子供がいる世帯を集めた子育てサロンや、おじいちゃんおばあちゃんの集ま
りもあります。これは独自の発展をしまして、毎朝集まって太極拳をしたり餃子を作ったりしてい
るようです。また、団地祭りなどのいろんな行事に、日本語教室としてお店を出したり、多文化共
生交流会というので、ベトナムの踊りを披露したりといった企画を実施していす。そこで手伝いを
する際、今年から「ダンチ・ヒーロー」と書いた真っ赤なTシャツを着ることにしたのですが、そ
うしましたら地域の方に、赤シャツ軍団ありがとうといった声をかけてもらえるようになりました。
TRYAngelsというのもありまして、これは救命救護の5ヶ国語版パンフレットを作った際、消防
署の人たちに、ここの若者が地域のなかで活躍できる取り組みはないかと相談して立ち上げたもの
です。救命救護や災害時の敷材取扱い訓練などを受けて認定書をもらっています。今はベトナム語、
カンボジア語、中国語、いろんな言語が喋れる人たちが20名ほど集まって、防災訓練の時などにADE
の使い方なんかを説明しています。団地祭りでは、模擬訓練に参加したり放水訓練をやったりもし
ました。3.11のときには、この日が平日の夕方だったこともあって仕事をしている人は出払ってい
て自治体などに誰もいない状況だったのですが、ここの若い子たちが、おばあちゃんに声をかけた
りとか、車いすをあげたり下ろしたりなどの作業をサポートしたり、安否確認を消防と一緒にした
りもしました。このように、地域の方たちにも応援してもらって、若い子たちが活動できる場づく
りというのもしています。
いちょう団地の人たち
いちょう団地の住民は、主にはインドシナ難民につながる人たちです。1978年の難民条約を締結
して以降に受け入れた人たちです。それから中国帰国者。残留孤児で日本に帰ってきた人、もしく
はその家族ですね。インドシナ難民は、その3割から4割くらいが神奈川県に住んでいます。これは、
もう閉所になっているのですが、大和市にインドシナの難民定住センターというのがあったからで
す。その近くで住居を探すとなると、一番いいのが家賃2万円くらいの県営住宅。3畳と4畳半、6畳
にキッチンつき。いちょう団地は規模が大きいので、空き家もその分多いんです。応募をすれば1倍
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から2倍程度で当たる。ほかのところだと10倍から20倍ですからね。
インドシナ難民のボートピープルのブームが去った90年代前半は、家族を呼び寄せるケースが多
かったのです。今多いのは、そのとき子供だった世代がベトナムとかカンボジアで結婚して家族を
日本に連れてくるというケースですね。県営住宅の申し込み資格には、神奈川県に半年以上住んで
いなくてはならないというルールがあるのですが、難民や帰国者本人に関しては住民登録したその
日から申し込みができます。また、神奈川県は自動車関連事業が発展していますが、いちょう団地
の近くも、綾瀬市や藤沢市、厚木市、海老名市といった自動車産業で有名な地域があります。こう
いうところでは単純労働が多いため、日本語があまりできなくても就職できる可能性が高いんです
ね。こうして仕事と住居の得やすいこの地域に人が入ってきたのです。外国の人が多ければ、食料
品を売る店や人が集まる場所ができたりします。そうするとそのうわさを聞きつけて周辺からも集
まってくる。そういうことから90年代から2000年代にかけていちょう団地にはたくさんの外国籍や
外国につながる人たちが集まってきました。
そこで暮らしている人たちの状況を、当の外国人の目を通してお話しましょう。通訳をやってく
れているグェン・ファン・ティ・ホアン・ハーさんは、小学校5年生で日本にきました。いちょう団
地には中学生のときにやってきて、通訳ができる力があるので生活相談なんかにも協力していただ
いています。
（グェン）
私の父もインドシナ難民なんですが、ボートで国を逃れ、フィリピンでいったん難民キャンプに
身を寄せ、そのあと日本に行きたいと申請して、それが通って日本に来ました。私は兄と母と3人で
父の呼び寄せで来日しました。最初は大和市のインドシナ難民のセンターにいて、そこで日本語と
社会勉強を少しして、その時は普通のアパートにいたのですが、そのあといちょう団地に入居して、
今もそこに住んでいます。
彼女の親世代では、仕事は日本語があまりできなくても可能なものばかりです。車関係や解体な
どの肉体労働、部品組み立てに中古品の回収、女性はクリーニング工場、部品組み立て、おしぼり
工場、食品加工などが多いですね。重労働の職場もあります。男性でちょっと日本語ができて免許
なんかも持っていると、建築の現場で足場やトビや、トラックの運転手。ベトナムの女性だと縫製
をやっている女性も多いですね。仕事は不規則で肉体的に苛酷な現場が中心です。1週ごとに、昼
の勤務と夜の勤務の交代がある仕事も多い。雇用形態は不安定で、パートやアルバイト、派遣がほ
とんどです。リーマンショックの時など、両親ともにいきなり首になったというケースもありまし
た。この時には、女性の仕事のほうがまだあって、男性の車産業の仕事などはほとんどダメでした
ね。ただ最近は盛り返してきています。
在留資格の話をしますと、グレーゾーンなのですが、結婚して日本に来てしまえば、ある程度安
定的に仕事ができ、生活もしていける。そうすると、結婚や離婚が生活のツールとして考えられて
いるところもあります。その分家庭の中の状況が複雑化している。たとえば、結婚しているけれど
生活が苦しくなったから離婚して、奥さんのほうは子連れで生活保護を受けることにする。男性は
他の女性と結婚し、持参金をもらってしのいでいく。ただその分家庭が壊れ、子供は混乱しますよ
多文化なまちづくりに求められる視点
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ね。これは、彼ら自身の問題でもあるのですが、日本の入管が、親族関係でしか人を日本に呼び寄
せられないというシステムを使っているので、こういうことが起こりやすいともいえます。
子どもたち
多文化工房の活動を始めたときは、大人への日本語サポートとしての日本語教室が主でした。け
れどもやっていくなかで子供たちも大きな負担を背負っているということに気が付きました。たと
えば、子供にとって必要な日本語の能力は、買い物、友達との会話といった日常生活をスムーズに
行うために必要な生活言語能力と、学校での教科学習を行い、課題やテストなどをこなすために必
要な学習言語能力とに分けられるのですが、生活言語を習得するには、1年から2年程度、学習言語
を習得するには5年から7年かかるといわれています。ということは、日常生活で日本語が話せるよ
うになってから学校で教科学習できるようになるまで5～6年のギャップがあるということになりま
す。少し日本語ができるようになったからといって勉強についていけるわけではない。会話はでき
ているけれど、勉強を理解しているわけではない。漢字圏以外からの子供はもっと大変です。ひら
がなもカタカナも漢字も覚えなくてはいけない。たとえば5年生で日本にくると、5年生の漢字を覚
えながら1年生からの勉強も追いかけていくんです。負担が大きいですよね。こういうのがなかなか
認識されてなくて、そして進路にも響いてくる。
（グェン）
私は5年生で来たのですが、そのとき大変だったのは、音楽の時間と体育の時間と給食でした。ベ
トナムでは体育は、なわとびとか校庭を走るといったことしかしていなくて、日本に来てみれば、
体操やら跳び箱やらマット運動とか、わからなくてなじめないことばかりで大変でした。水泳で水
着を着なくてはいけないのも抵抗がありましたね。音楽は、ベトナムではやったことがなくて、リ
コーダーなどを吹こうにも音符から勉強しなくてはならなかった。それと、今でもそうですが、中
学高校くらいになると友達の間で芸能人の話とか、どこどこで何が有名だという話が出てくるので
すが、私は生活の中でもなじみがない。だからその分話に入り込めず、友達もなかなかできません
でした。
勉強面や体育や音楽など、日本の教育システムとの違いによって慣れていないものがたくさんあ
ると、成績に影響し、つまりは進学に影響します。また、日本の社会知識、たとえば豊臣秀吉、織
田信長、といわれたら日本人なら大抵誰だかわかるけれども、彼らにはそれが難しい。けれども対
応していかなくてはならない。そういうことから徐々に周囲とのずれが出てきて、気が付くと外国
籍の子ばかりが集まっている。学年を追うごとにその傾向が強まってきます。
これには、家庭の状況の難しさも関連しています。彼らは一家の通訳として決して十分ではない
日本語を使いながら家族を助けています。そうすると、精神的負担だけでなく、物理的にも負担が
大きい。たとえば、中間試験の3日間のうち、中の1日を休んだ子がいて、聞くと、弟が熱を出した
から病院に連れて行け、試験は3日もあるのだから1日くらい休んでも大丈夫だろうといわれたらし
いんです。このように、少々でも日本語ができる子供が家庭を背負っている。中には、離婚の通訳
を子供がやっているというケースもあったのです。だからこそ、地域の中で活躍できる通訳の存在
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というのは大きくなってきています。
家では母語で、学校では日本語。親は日本語がわからないから、学校の発表会にも来てくれない
ことが多い。子供たちはそういうところでも少しずつ不満をためています。それに、今の学校のシ
ステムでは、学校があって、家庭学習があって、学校があって、という反復練習が必要とされてい
るのですが、この子たちの家庭での学習は殆どゼロなんです。そうすると学校の勉強が定着しない。
今年から神奈川県では、今までのゆとり教育に対する反動的な動きで学力重視になってきています。
そうすると大変さが増すでしょうね。また将来に関しても、彼らが知っているのは親の工場の仕事
ばかりですから、子供たちに将来何になりたいかと聞くと、女の子はまず保育士と答えますね。大
学への進学など、イメージもない。高校に対しては、今は年上の人たちが通っていますから少しず
つ理解しているみたいですけれど、その先の自分をどうしていきたいか将来設計ができない人が多
いです。
多文化まちづくり工房
私たちは、地域の中で育つ子供たちやそこで暮らす大人にとって、故郷になるような街づくりが
したいと願っています。ここは様々な文化に同時に触れることのできる地域なので、その魅力をう
まくいかせるような場所になっていって欲しいのです。この地域は一見外国人が多くて治安が悪い
などといわれたりするのですが、全然そういうことはなくて、警察の人もほかの地域よりいいと認
めているくらいです。多くの人が集まれば、そこから人のつながりができる。日本の社会では今人
のつながりが希薄になっているといいますが、この地域は、日本語教えますよというだけで人が集
まってくる。いちょう団地には、ベトナム村があったり、中国村があったり、カンボジア村があっ
たり、様々なコミュニティが入り混じっている。それがうまくつながって機能していけば、新しい
まちづくりができていくんじゃないかなって思います。
そういうことでは日本の中でも一番新しいかたちの地域だと考えているんです。地域の中に育っ
た力と地域の外から来る力がある。外からの力に刺激を受けて、地域の中がまた活性化する。それ
を外の人には持って帰ってもらって、外側の社会を変えていく。そういう力が生まれてくれればと
思っています。そういうこともあって多文化まちづくり工房では常にボランティア募集をしており
ます。外国籍の人たちと話をして、日本語に対する努力とか、日本社会で頑張って生きようとする
姿とかを見ていると、ボランティアのほうが元気づけられるものです。ですから皆さん、自分にも
できることがあるかも、くらいの思いで気軽にきてください。
多文化なまちづくりに求められる視点
